




















   Ehon Butai-O
gi w
as the illustrated actors’ book, w
hich w
as officially published in 1770. It em
ployed the 





kiyo-e ） in its entirety and drew
 
actors as com
posite sketches in full scale. B
efore that, actors w
ere draw
n in sim
ple typological style. It ex-
plored realism
 in the w
ay of U
kiyo-e.
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to the author’s survey, Ehon Butai-O
gi is also present in B



















ulverer’s is the first publication to contain incom













scraped defective paginations aw
ay is the third. T
hough all of them
 are the first edition, each indicates a 
different printing phase.
   W
hy w
as the printing process so com
plicated? T
he artists, the provider of its forew
ord and afterw
ord, 





inded and avoided treating popular-m
inded publications like U
kiyo-e. T









ptuous and subsidized w
ith no thought of profit.





oodblocks contributed to publishers, and rather 
easy pieces re-produced for people. T
his paper concludes that the first and the second printed editions of 
Ehon Butai-O
gi w
ere the distributions w
ithin the group likew
ise, the publisher began to sell in w

































舞伎と、京大坂を中心とした上方歌舞伎は分けて考えるの ふつうである。両者 交流は活発だが、役者、ドラマツルギー、興行システム、資料、精神の諸方面にわたって差異 認められる。　
わが国における演劇研究は、主として文学の領域でおこなわれてきた。文学研究の基本的性質から、テキスト主





は完成にいたる であり、作者の役割は総合プロデューサーに近く、役者への視点をぬきにしてはどのような歌舞伎研究も 立しない おもわれる。　
舞台芸術は本質的に一回性のものであり、近現代ならば映像記録も存在するが、古典の時代では文字資料ととも















































もっとクローズアップした大首 を 春英は大首 さらに進めて大顔絵と いわれ 作品を発表し、いず も写楽や歌麿に影響 与えた。勝川派は安永・天明
（一七八一―八九）
期の画壇をリードし、浮世絵史上も重要な位置を




は憎く、実悪はおそろしげに、女方や若衆方はあくまで美しくと うぐあいに描かれ きた。役者絵 美人 の男
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三丁、序跋者在転、祇徳、菊堂三名の発句〇・五丁、そして刊記からなる全三冊と考察し、複製本で口絵のあとにおかれた 春章による口上図と五代目団十郎以下七名の役者の立姿を掲載す 四丁は、改板本の段階で増補されたものとする。根拠は明和七年度から翌年度にかけての役者 江戸下り、改名、元服、扇面第一図の丁付など ある。加えて同様の情報 もとづいて 扇面図本文の改刻も検討する。　
吉田氏の論考は、複製本の発表からほどを経ぬ昭和五年に発表されたものであったが、ごく近年になって、ドイ










に跋文が綴じられているとのこ だが、そのほかの体裁は吉田氏の考証 とおりであった。吉田氏のおこ った文調と春章による描画分担、両絵師 風と役者 役柄・芸風との連関など つい は、服部氏がいっそう考究を深めた。そしてプルヴェラー本は来日した。翌 年 かけて「ドイツ・プルヴェラーコレクション




































し、一度に数一〇〇部、数一〇〇〇部を摺ることもあり、資料の数量は飛躍的に増加した。板木が摩滅してしまったら、摺りあがった本をほどいて板下とし、覆刻板を作製する。いわゆる「おっかぶせ」で、元 との識別が困難な場合もある。板木の改変も容易であり、字句 削ったり、埋木をして補ったりといった改刻は頻繁におこなわれ、度合いの小さいものは異板と称し、大きなものは改板と呼ぶのがふさわ 。初板と再板のあいだならば改板 予想され、初板のなかでも初摺と後摺で異板が生じることはめずらしくない。善本を選定するため は諸本を悉皆調査し、そ らの先後関係を判定し、もっともオリジナルな形態としての初板
（さらには初摺）
を発見することが鍵




















ジャポニスムの潮流は、 『北斎漫画』を契機として浮世絵を熱狂的に歓迎し、印象派の画家たちは当初はモチーフとして、やがては構図や表現方法にもふみこんで浮世絵を受容した。ひるがえって脱亜入欧をめざす明治日本にとっては、こんにちで 日本美術を代表するジャンルのひとつに成長 浮世絵も、克服すべき前近代の負の遺産にすぎず、 「美術品」には相当しない職人技の工芸品と見なされ いた。現代にいたるも、印象派に影響を与え、海外で高く評価され いるという点に浮世絵の価値を認める「外圧」的な国内評価 接す ことがある。そもそも江戸には「美術」という とば自体が存在せず 明治初期に
fine arts
の概念が輸入されたとき、創出されたのが美
























































































































































































































側に丁付を設ける場合もあ 。写本の時代から伝わ 古典作品や 長い伝統を つ和歌、韻文としてその流れを継承する俳諧等には 写本 形式を踏襲して匡郭をもたない本が目だち 匡郭がなければ柱刻もなく 丁付を ど
00
に






















































































































































































































































































































（ 〔印記〕礫川散人） （ 〔同〕菊堂）
」が記した。





















ある。 『舞台扇』もこうした系譜上にあり、であればこ 役者似顔絵を主体としな らも役者名には必ず俳名を添え、巻末には「四時発句曰」を置 ことをやめなかったにちがいない。　
春信の絵暦も誂えの作品であり、のち板木は板元に下げわたされ、いくぶん手抜きの作品が再生産され、それら













































































































































編著に宝暦一一年刊『絵のあした』 、同一四年刊『新春帖』 、安永七年刊『秋好論』 同年、露哉と共編『露月菊』など。
また安永六年頃写『可美麻呂丁酉年籠三百韻十五評』の点者の一人。
（
15）　
井上隆明氏『日本書誌学大系
　
七六
　
改訂増補近世書林板元総覧』 （青裳堂書店
　
一九九八年）による。
（
16）　
朝倉治彦、大谷博幸編『享保以後江戸出版書目』 （臨川書店
　
一九九二年） 。
＊本稿は二〇一四年三月の総合学術文化学会（於亜細亜大学）における口頭発表にもとづくものであり、席上ご教示を賜った
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先生方に心より御礼申しあげます。また、貴重な資料の閲覧を許された各所蔵機関に深甚の謝意を捧げます。
＊本稿は
JSP
S
科研費
24820037 こと、平成二四年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究活動スタート支援「江戸歌
舞伎における興行慣習の実証的研究」 （課題番号
24820037 ）の助成を受けた研究成果の一環である。
